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計画策定過程における「住民意思の反映」のあり方 
－クライストチャーチ市図書館「Libraries 2025 Facilities Plan」
の策定過程を通して－ 
 




























































地方政府を対象とした行政改革は、1989 年、1996 年、2002 年の地方自治










































・首席行政官（Chief Executive Officer） 
首席行政官は、地方自治体の行政執行の最高責任者として、議会の決定に
則して当該自治体の事務を執行する。議会が公募し、応募者の中から任命さ


















































２．「Libraries 2025 Facilities Plan」の策定過程 
前述のような地方制度のもとで策定された図書館計画の一つに、クライス








平野の中心に位置する。人口は 348,435 人（2006Census）であり 7)、国内





職員数 254 名（フルタイム換算）、登録者数 305,823 人であり、中央館
（Metropolitan Library）、分館（Suburban Library, Neighbourhood Library, 
Voluntary Library（18 館））、移動図書館（Mobile Library）の施設でサー
ビスが提供されている 8)。 
 
2.2 「Libraries 2025 Facilities Plan」の策定過程における諸アクターの
活動 
 以下、時系列に「Libraries 2025 Facilities Plan」の策定過程における諸
アクターの活動を表す。（策定に関わるアクターは、【 】で示している。ま
た特定できる日付は（ ）内に付記した。） 
2007 年 2 月 
【プロジェクトチーム】 
図書館職員と複数の行政組織の代表者（行政職員）をメンバーとするプロジェ
クトチームによる第 1 回会合の開催。 
 







2007 年 8 月 
【コミュニティ委員会】（14 日） 
Community Board’ Chairs’ meeting（各コミュニティ委員会の代表者によっ
計画策定過程における「住民意思の反映」のあり方 
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て構成される会議）において、検討委員会のメンバーに関する検討。 
【議会】（30 日） 












6) 2002 年地方自治法の順守 
特に 6 章 Planning, decision-making, and accountability の、 
S.78 Community views in relation to decisions 
S.80 Identification of inconsistent decisions 
S.81 Contributions to decision-making processes by Maori 
























Newsletter Issue 2 の発行（検討委員会による検討開始、検討委員会メンバー
の紹介、今後の会議開催の予定などを広報） 








Newsletter Issue 3 の発行（検討委員会による視察について広報） 
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【図書館】 
Newsletter Issue 4 の発行（検討委員会による視察や議論の状況、プロジェ
クトチームによる利害関係者との会合などを広報） 
 
2008 年 1 月 
【検討委員会】（31 日） 
計画案に関する合同コミュニティ委員会(combined Community Boards’ 
seminar)での説明会と協議。 
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2008 年 4 月 
【議会】（14 日より 6 月 8 日まで） 
住民を対象とした文書による意見聴取の開始。（当初予定は 2008 年 5 月 31
までとしていたが、Web フォームのトラブルのために 6 月 8 日まで延長され
た。）意見(submission)の提出方法は、説明会（informal drop-in session）
への参加、質問用紙の回答・提出、Web フォームでの回答・送信、の 3 種類。 
 








Newsletter Issue 7 の発行（書面による意見聴取について広報） 
 




件中、ヒアリングでの発表者は 21 名。市長（議長）、議員 13 名と、検討委
員会のコミュニティ代表者（1 名）が出席。） 
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2008 年 8 月 
【議会】（28 日） 
「Christchurch City Council Libraries 2025 Facilities Plan」（計画案に修
正事項が盛り込まれた原案）の可決。（及び、修正事項の公表） 
【図書館】 








2 章で明らかにした諸アクターの動向は、図 2 のように概観することがで
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